
戦
争
協
力
拒
否
の
闘
い
を
！

４
月

日
の
日
米
首
脳
会
談
で
は
、
日
米

10

同
盟
＝
日
米
安
保
体
制
の
「
中
国
侵
略
戦
争

同
盟
」
へ
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
が
確
認
さ
れ

た
。
共
同
声
明
で
は
、
沖
縄
・
南
西
諸
島
に

お
け
る
同
盟
の
戦
力
態
勢
を
最
適
化
す
る
た

め
に
、
米
軍
の
再
編
・
強
化
と
自
衛
隊
の
配

備
の
進
展
を
推
進
す
る
こ
と
を
明
記
し
た
。

今
、
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
の
大
量
配
備
を
は

じ
め
、
戦
場
化
を
前
提
に
九
州
・
沖
縄
の
要

塞
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
兵
站
」

を
担
う
た
め
に
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
）
に
よ

っ
て
、
国
が
民
間
企
業
の
資
金
、
能
力
を
活

用
す
る
行
政
手
法
に
基
づ
き
、
鉄
道
で
は
貨

物
列
車
、
船
舶
で
は
民
間
フ
ェ
リ
ー
や
貨
物

船
を
利
用
し
て
い
る
。
２
０
２
４
年
度
末
に

は
、
陸
・
海
・
空
各
自
衛

隊
の
共
同
部
隊
「
自
衛
隊

海
上
輸
送
群
」
が
新
編
成

さ
れ
た
。

事
態
は
こ
こ
ま
で

進
ん
で
い
る

Ｊ
Ｒ
貨
物
の
２
０
２
４

年
度
経
営
計
画
で
は
、
「
災

害
に
よ
る
線
路
の
寸
断
等
、

有
事
の
際
の
迂
回
列
車
運

転
に
対
応
が
可
能
な
よ
う

に
、
乗
務
線
区
又
は
乗
務
車
種
拡
大
の
た
め

の
教
育
を
実
施
」
「
現
行
で
対
応
可
能
な
迂
回

列
車
の
た
め
の
乗
務
線
区
、
乗
務
車
種
に
対

す
る
継
続
的
な
教
育
の
実
施
」
と
あ
る
。
「
線

路
の
寸
断
等
」
と
は
、
な
に
も
災
害
だ
け
と

は
限
ら
な
い
。

特
筆
す
べ
き
は
、「
火

薬
類
及
び
危
険
品
積
載

コ
ン
テ
ナ
の
積
載
位
置

チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
試
使

用
の
検
証
」
だ
。
こ
れ

は
軍
事
行
動
の
た
め

に
、
武
器
・
弾
薬
の
輸

送
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
自
衛
隊
に
報
告
す

る
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
の
か
。
事
態
は
こ
こ

ま
で
進
ん
で
い
る
。
警

鐘
を
乱
打
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ガ
ザ
、
ア
メ
リ
カ
学
生
運

動
の
歴
史
的
決
起
を
は
じ
め
、
世
界
戦
争
の

危
機
に
世
界
中
で
闘
い
が
爆
発
し
て
い
る
。

労
働
組
合
の
戦
争
協
力
拒
否
の
闘
い
を
巻
き

起
こ
そ
う
！

動
労
千
葉
を
支
援
す
る
会

ニ
ュ
ー
ス

動

労

千

葉

を

支

援

す

る

会

事

務

局

千
葉
市
中
央
区
要
町
２
ー
８

Ｄ
Ｃ
会
館

℡

０
４
３（
２
０
２
）
７
８
２
０

Fax

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

info@
doro-shien.site

〒
口
座
番
号

０
０
１
５
０
ー
３
ー
９
２
０
３
６

2024.5.15
３９３

鉄
道
の
軍
事
利
用
を
許
さ
な
い
！



深
刻
な
影
響
が
明
ら
か
に

千
葉
市
は
４
月

日
の
定
例
会
見
で
、
３

25

月
ダ
イ
改
で
の
京
葉
線
の
快
速
廃
止
に
関
す

る
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
寄
せ
ら

れ
た
回
答
状
況
を
報
告
し
た
。
千
葉
市
の
発

表
に
よ
れ
ば
回
答
者
の
８
割
が
「
悪
い
影
響
」
、

６
割
が
「
乗
る
電
車
を
早
め
た
」
、
３
割
が
「
利

用
を
停
止
」
と
回
答
す
る
な
ど
、
沿
線
住
民

へ
の
影
響
の
深
刻
さ
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。

ま
た
、
約
１
ヶ
月
で
１
万
２
千
人
が
回

答
す
る
ほ
ど
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
生

活
を
根
本
か
ら
揺
る
が
す
改
悪
を
一
方
的
に

強
行
す
る
Ｊ
Ｒ
へ
の
怒
り
の
大
き
さ
が
表
れ

て
い
る
。

安
全
切
り
捨
て
の
ワ
ン
マ
ン
拡
大
反
対

会
社
が
こ
こ
ま
で
極
端
な
ダ
イ
改
に
踏
み

切
っ
た
の
は
、
そ
の
先
に
全
面
的
な
ワ
ン
マ

ン
化
を
見
据
え
て
い
る
か
ら
だ
。
快
速
・
通

勤
快
速
が
な
く
な
っ
た
分
だ
け
、
輸
送
混
乱

時
で
の
追
い
越
し
駅
の
変
更
等
の
対
応
も
な

く
な
る
。
「
追
い
越
し
駅
変
更
の
や
り
取
り
も

含
め
て
運
転
士
一
人

に
や
ら
せ
る
の
か
」

と
い
う
問
題
も
発
生

し
な
い
か
ら
だ
。
し

か
し
、
車
掌
の
削
減

は
安
全
の
切
り
捨
て

だ
。
す
べ
て
の
負
担

と
責
任
を
運
転
士
に

押
し
付
け
る
こ
と
も

許
せ
な
い
。

前
代
未
聞
の
ダ
イ
改
見
直
し

京
葉
線
快
速
廃
止
の
や
り
方
は
、
融
合
化

や
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ワ
ン
マ
ン
拡

大
な
ど
で
現
場
を
無
視
し
て
施
策
を
強
行
し

て
き
た
こ
と
と
同
じ
だ
。
し
か
し
、
会
社
は

「
快
速
廃
止
」
へ
の
激
し
い
怒
り
の
声
に
押

さ
れ
、
前
代
未
聞
の
ダ
イ
改
見
直
し
に
追
い

込
ま
れ
た
。
地
域
の
怒
り
と
と
も
に
ワ
ン
マ

ン
化
反
対
、
融
合
化
撤
回
、
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
廃
止
の
職
場
か
ら
の
声
と
団
結
し

た
闘
い
が
必
要
だ
。

京
葉
線
ダ
イ
改
「悪
影
響
」が
８
割

千
葉
市
の
利
用
者
調
査
・１
カ
月
で
１
万
２
千
人
回
答

４月２５日に発表されたアンケート調査の概要

◯アンケート開始の３月２３日から４月２５日午前９時時点までに1万２４５８人が回答

◯回答者の約半数が千葉市民、3割は外房、内房線の沿線に住む利用者

◯「ダイヤ改正の影響はどう感じますか」という質問に約８割が「悪い影響がある」と回答

◯「乗る電車を早めた」等と回答したのは、回答者のうち約６割

◯「京葉線から別路線に変更するなど利用を停止」と回答した人は約３割いた

◯「今後のダイヤに望むこと」には、約７割が「通勤・退勤時間帯の快速の増便」と回答

深刻な影響が明らかに

※アンケート期間は４月３０日まで



過
去
最
高
の
配
当

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
４
月

日
、

年
３
月
期

30

24

の
決
算
を
発
表
し
た
。
株
主
へ
の
配
当
は
前

年
度
の
約
３
７
７
億
６
千
万
円
か
ら
約
５
２

９
億
１
千
万
円
へ
と
、
な
ん
と
１
５
１
億
５

千
万
円
、
約

％
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

40

特
に
期
末
配
当
は
コ
ロ
ナ
前
を
超
え
る
過
去

最
高
の
配
当
額
だ
。

実
質
賃
金
は
下
が
る
一
方

一
方
、
４
月
か
ら
の
新
賃
金

は
、
定
期
昇
給
を
含
め
て
「
５

・

％
の
賃
上
げ
」
と
発
表
さ

01
れ
た
。
定
期
昇
給
は
現
状
維
持

で
、
賃
上
げ
分
の
ベ
ア
は
平
均

で
３
・

％
だ
。

15

新
賃
金
と
同
時
に
回
答
さ
れ

た
夏
季
手
当
は
２
・
７
ヶ
月
分

で
、
い
ま
だ
に
コ
ロ
ナ
前
か
ら

減
額
さ
れ
た
ま
ま
だ
。

年
度
の
消
費
者

23
物
価
指
数
（
生
鮮
食

品
を
除
く
）
は
前
年

度
か
ら
２
・
８
％
上

が
っ
て
い
る
。
食
料
の
価
格
は
７

・
５
％
上
が
り
、
１
９
７
５
年
度

以
来
の
伸
び
だ
。

電
気
代
・
ガ
ス
代
の
補
助
が
６

月
分
ま
で
で
停
止
し
、
円
安
な
ど

で
物
価
は
さ
ら
に
上
が
る
。
実
質

賃
金
は
下
が
る
一
方
だ
。

そ
も
そ
も
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
21

年
４
月
以
来
、
丸
３
年
の
定
期
昇

給
カ
ッ
ト
を
続
け
て
い
る
。

職
場
に
闘
う
労
働
組
合
を

現
場
に
は
実
質
賃
下
げ
や
業
務
融
合
化
や

合
理
化
、
要
員
削
減
な
ど
を
強
制
し
な
が
ら
、

株
主
配
当
だ
け
大
幅
増
額
は
本
当
に
許
せ
な

い
。巨

額
の
株
主
配
当
や
役
員
報
酬
で
は
な
く
、

現
場
で
働
く
労
働
者
の
生
活
を
守
る
べ
き
だ
。

労
働
条
件
を
改
善
す
る
力
も
、
会
社
の
施

策
に
対
抗
す
る
パ
ワ
ー
も
、
職
場
か
ら
の
声

と
団
結
し
た
闘
い
に
あ
る
。
職
場
に
は
闘
う

労
働
組
合
が
必
要
だ
。

ＪＲ東日本 23年決算

株主配当５２９億円
株主配当40％増

労働者ベア3.15％



Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
喜
勢
社
長
が
４
月
９
日
、

社
長
就
任
後
初
の
定
例
会
見
を
開
い
た
。

「
ル
ー
ル
遵
守
」「
緩
み
」
の
問
題
？

会
見
で
喜
勢
社
長
は
、
相
次
ぐ
新
幹
線
で

の
事
故
・
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
「
安
全
の
モ

ー
ド
を
さ
ら
に
高
く
す
る
」
「
社
内
や
グ
ル
ー

プ
内
で
日
々
の
仕
事
の
中
で
ル
ー
ル
や
順
守

す
べ
き
こ
と
が
し
っ
か
り
守
ら
れ
て
い
る
か
、

安
全
上
の
緩
み
や
課
題
が
な
い
か
を
し
っ
か

り
確
認
す
る
」
と
語
っ
た
。
し
か
し
、
ど
の

事
故
も
原
因
は
会
社
に
あ
る
。

１
月
の
重
錘
ロ
ッ
ド
破
断
で
は
耐
用
年
数

を
大
幅
に
超
え
て
使
用
し
て
い
た
こ
と
に
つ

い
て
は
「
あ
く
ま
で
目
安
」
と
開
き
直
っ
た
。

「
耐
用
年
数
を
超
え
て
使
う
の
が
当
た
り
前
」

と
い
う
会
社
の
考
え
方
が
事
故
の
原
因
な
の

だ
。さ

ら
に
、
点
検
方
法
を
「
誤
解
」
し
て
い

た
検
査
担
当
者
が
半
数
に
の
ぼ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
指
導
や
体
制
の
問

題
だ
。
現
場
の
責
任
で
は
な
い
。

融
合
化
や
外
注
化
な
ど
、
鉄
道
と
安
全
を

軽
視
し
続
け
た
会
社
の
責
任
だ
。

鉄
道
・
安
全
軽
視
の
施
策
の
結
果

３
月
の
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
に
つ
い
て
も
、
１

年
前
に
同
じ
Ｅ
３
系
７
両
編
成
が
オ
ー
バ
ー

ラ
ン
し
て
い
る
。
会
社
の
対
策
は
完
了
し
た

こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
約
７
㌔
に
わ
た
っ
て

滑
走
し
、
「
絶
対
停
止
」
位
置
を
約
４
５
０
㍍

も
オ
ー
バ
ー
し
た
。

当
該
の
運
転
士
に
何
の
責
任
も
な
い
。
会

社
の
安
全
と
鉄
道
を
軽
ん
じ
る
施
策
の
結
果

だ
。
そ
れ
を
「
社
内
や
グ
ル
ー
プ
内
」
の
現

場
に
問
題
が
あ
る
か
の
よ
う
な
言
い
方
は
許

せ
な
い
。

「
輸
送
・
安
全
の
ス
キ
ル
な
い
」

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
「
取
締
役
の
ス
キ
ル
マ
ト

リ
ッ
ク
ス
」
に
よ
れ
ば
、
３
人
の
副
社
長
の

う
ち
「
輸
送
サ
ー
ビ
ス
・
安
全
」
の
項
目
に

チ
ェ
ッ
ク
が
な
い
の
は
喜
㔟
副
社
長
だ
け
だ

っ
た
。
輸
送
や
安
全
の
技
術
・
経
験
が
不
足

し
て
い
る
と
認
め
る
人
物
が
、
労
組
解
体
で

社
長
に
昇
格
し
た
の
だ
。
そ
れ
も
重
大
事
故

が
続
発
す
る
中
で
だ
。

現
場
に
責
任
お
し
つ
け
る
な

「社
内
や
グ
ル
ー
プ
内
で
の
ル
ー
ル
順
守
、

安
全
上
の
緩
み
や
課
題
を
し
っ
か
り
確
認
」

喜
勢
社
長
定
例
会
見

新幹線で相次ぐ重大事故
▽ １月２３日
東北新幹線上野―大宮で架線を張るための重りの部品

が破損し、垂れた架線が列車に接触して停電
（影響人員／約12 万人）

▽ ３月６日
東北新幹線郡山駅で、つばさ121号（Ｅ3 系7 両編

成）が停止位置を約500mオーバーラン
（影響人員／約3 万1500 人）

▽ ４月２日
東北新幹線福島駅構内で工事車両のエンジンオイルが

漏れて故障 （影響人員／約4万3000人）



Ｊ
Ｒ
東
は
５
月
８
日
の
社
長
会
見
で
、
「
み

ど
り
の
窓
口
７
割
削
減
」
方
針
を
凍
結
し
、

当
面
は
現
状
を
維
持
す
る
と
発
表
し
た
。

鉄
道
・
駅
業
務
な
い
が
し
ろ

会
社
は

年
５
月
、
当
時
４
４
０
駅
に
あ

21

っ
た
み
ど
り
の
窓
口
を

年
ま
で
に
１
４
０

25

駅
ま
で
減
ら
す
方
針
を
発
表
し
た
。

「
自
動
券
売
機
や
チ
ケ
ッ
ト
レ
ス
サ
ー
ビ

ス
な
ど
、
窓
口
以
外
の
販
売
が
拡
大
し
て
い

る
」
「
駅
は
切
符
を
売
る
場
所
で
は
な
い
。
ビ

ジ
ネ
ス
を
ど
う
作
る
か
だ
（
深
澤
社
長
・
当

時
）
」
な
ど
と
語
っ
て
い
た
。
同
時
に
、
「
地

方
駅
は
無
人
化
」
と
打
ち
出
さ
れ
た
。

職
名
廃
止
・
融
合
化
、
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
シ

ョ
ン
と
同
じ
よ
う
に
鉄
道
業
務
と
現
場
を
徹

底
的
に
な
い
が
し
ろ
に
す
る
攻
撃
だ
。
「
窓
口

７
割
削
減
」
と
い
う
凄
ま
じ
い
要
員
削
減
を
、

現
場
を
お
と
し
め
る
形
で
推
し
進
め
て
き
た

の
だ
。
こ
の
事
自
体
が
許
せ
な
い
。

「
チ
ケ
ッ
ト
レ
ス
化
」
と
い
っ
て
も
、
窓

口
と
要
員
の
削
減
・
無
人
駅
化
は
障
害
を
持

つ
方
や
高
齢
の
方
が
列
車
に
乗
る
こ
と

を
今
ま
で
以
上
に
困
難
に
し
て
い
る
。

乗
客
と
地
方
を
切
り
捨
て
る
も
の
だ
。

会
社
の
強
引
な
攻
撃
の
破
た
ん

み
ど
り
の
窓
口
は
、
今
年
４
月
時
点

で
す
で
に

年
当
時
の
半
分
以
下
の
２

21

０
９
駅
に
ま
で
減
ら
さ
れ
て
い
る
。
今

年
３
〜
４
月
に
は
定
期
券
購
入
や
訪
日

客
等
で
大
混
雑
と
な
り
多
数
の
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
た
。
結
局
、
喜
勢
社
長
自
ら
会
見

で
「
お
客
様
に
多
大
な
る
ご
迷
惑
を
か
け
て

い
る
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。
深
く

お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
」
と
謝
罪
し
、
削
減

方
針
の
凍
結
を
発
表
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
の
だ
。
要
員
・
コ
ス
ト
削
減
と
利
益
を
優

先
し
て
、
鉄
道
業
務
・
駅
業
務
を
軽
ん
じ
る

攻
撃
の
破
た
ん
だ
。

職
場
に
団
結
を
取
り
戻
そ
う

今
年
の
ダ
イ
改
で
「
京
葉
線
快
速
廃
止
」

に

つ

い

て

も
、
あ
ま
り

の
傲
慢
さ
に

激
し
い
怒
り

の
声
が
地
域

か

ら

あ

が

り
、
前
代
未

聞
の
ダ
イ
改

見
直
し
に
追

い

込

ま

れ

た
。会

社
は
職

場
で
は
、
鉄

道
業
務
と
そ

こ
で
働
く
仲

間
を
な
い
が

し
ろ
に
し
て
、
融
合
化
等
の
攻
撃
を
次
々
に

し
か
け
て
い
る
。
現
場
か
ら
「
頭
が
変
に
な

り
そ
う
だ
」
と
い
う
声
ま
で
上
が
り
、
若
年

退
職
や
休
職
に
追
い
込
ま
れ
る
仲
間
が
急
増

し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
攻
撃
は
決
し
て
「
万
全
」

で
は
な
い
。
怒
り
の
声
を
上
げ
、
職
場
に
団

結
を
取
り
戻
し
、
闘
う
労
働
組
合
を
取
り
戻

せ
ば
必
ず
打
ち
破
れ
る
。
地
域
の
怒
り
と
結

合
し
、
職
場
か
ら
の
怒
り
の
行
動
を
つ
く
り

だ
そ
う
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
み
ど
り
の
窓
口

「
７
割
削
減
」
方
針
を
凍
結

す
で
に
窓
口
は
半
減
ー
大
混
雑
で
多
数
の
苦
情



大
企
業
で
は
多
少
の
賃
上
げ
が
実
施
さ
れ

る
一
方
で
、
労
働
者
の
４
割
近
く
を
占
め
る

非
正
規
労
働
者
の
賃
上
げ
は
か
な
り
限
定
的

な
状
況
だ
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

「
人
手
不
足
が
続
き
仕
事
は
め
ち
ゃ
く
ち

ゃ
き
つ
い
「
「
物
価
上
昇
の
中
、
こ
れ
で
は
生

活
で
き
な
い
」
な
ど
の
声
が
多
数
派
だ
。

企
業
が
人
件
費
を
ど
の
く
ら
い
払
っ
て
い

る
か
を
示
す
指
標
に
「
労
働
分
配
率
」
が
あ

る
。
資
本
金

億
円
以
上
の
大
企
業
で
は

10

40

％
を
切
り
、
こ
の
半
世
紀
で
最
低
の
水
準
と

な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
低
賃
金
と
人
手
不
足

は
明
ら
か
に
関
係
し
て
い
る
。

自
動
車
工
場
で
労
組
結
成
の
動
き

労
働
組
合
に
よ
る
賃
上
げ
の
動
き
が
世
界

中
で
広
が
っ
て
い
る
。
米
国
で
は
昨
秋
、
全

米
自
動
車
労
働
組
合
（
Ｕ
Ａ
Ｗ
）
が
３
大
メ

ー
カ
ー
で
一
斉
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施
し
、
25

％
の
賃
上
げ
を
確
約
さ
せ
た
。

こ
の
動
き
は
、
外
資
メ
ー
カ
ー
の
自
動
車

工
場
に
も
広
が
っ
て
い
る
。

米
南
部
エ
リ
ア

は
労
働
組
合
へ
の

締
め
付
け
が
厳
し

く
、
補
助
金
や
減

税
な
ど
の
優
遇
措

置
も
あ
る
の
で
、

ド
イ
ツ
や
日
本
な

ど
の
外
国
メ
ー
カ

ー
が
工
場
を
作
っ

て
い
る
。

全
米
自
動
車
労

組
は
米
南
部
の
自
動
車
工
場
で
労
働
組
合
を

作
る
方
針
を
掲
げ
、
４
月

日
、
南
部
テ
ネ
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シ
ー
州
チ
ャ
タ
ヌ
ー
ガ
に
あ
る
ド
イ
ツ
自
動

車
大
手
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
の
工
場
従
業

員
が
労
働
組
合
を
結
成
、
全
米
自
動
車
労
組

に
加
盟
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

５
月
に
は
、
南
部
ア
ラ
バ
マ
州
の
メ
ル
セ

デ
ス
・
ベ
ン
ツ
の
工
場
で
も
組
合
結
成
の
全

員
投
票
が
行
わ
れ
る
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
や
韓

国
の
現
代
自
動
車
な
ど
で
労
組
結
成
の
動
き

が
活
発
化
し
て
い
る
。

世
界
で
広
が
る
労
働
組
合
運
動

全
米
自
動
車
労
働
組
合（
Ｕ
Ａ
Ｗ
）

フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
工
場
で
労
組
結
成

分
水
嶺
的
な
勝
利

テ
ネ
シ
ー
州
チ
ャ
タ
ヌ
ー
ガ
の
フ
ォ
ル
ク

ス
ワ
ー
ゲ
ン
工
場
の
労
働
者
は
今
夜
「
Ｕ
Ａ

Ｗ
、
賛
成
！
」
と
投
票
し
た
。
同
社
の
唯
一

の
非
組
合
工
場
が
つ
い
に
世
界
の
工
場
に
加

わ
る
こ
と
に
な
る
。

「
ド
イ
ツ
と
メ
キ
シ
コ
の
工
場
で
フ
ォ

ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
の
労
働
者
が
労
働
組
合

を
持
っ
て
い
る
な
ら
、
な
ぜ
私
た
ち
も
組

合
を
持
た
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
」
機
器

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
カ
ル
デ
ロ
ン
氏
は
投
票

に
先
立
っ
て
ス
ペ
イ
ン
語
で
こ
う
語
っ

た
。「

マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
が

夢
を
見
た
よ
う
に
、
私
た
ち
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ

ー
ゲ
ン
に
は
、
い
つ
か
Ｕ
Ａ
Ｗ
に
な
る
と
い

う
夢
が
あ
り
ま
す
」
と
、
同
工
場
で

年
間

14

働
い
て
い
る
組
織
委
員
会
の
物
流
ス
タ
ッ
フ
、

レ
ニ
ー
・
ベ
リ
ー
は
語
っ
た
。

労
働
史
家
は
、
今
夜
の
勝
利
を
南
北
戦
争

中
の
１
８
６
３
年
の
チ
ャ
タ
ヌ
ー
ガ
で
の
北

軍
の
勝
利
に
た
と
え
た
。
リ
ン
カ
ー
ン
大
統

領
が
チ
ャ
タ
ヌ
ー
ガ
を
「
南
部
へ
の
玄
関
口
」

と
宣
言
し
、
南
北
戦
争
で
の
北
軍
勝
利
の
転

換
点
と
な
っ
た
戦
い
だ
。


